
身近な人権のこと

北朝鮮による拉致問題とは
　平成14（2002）年９月、平壌で行われ
た日朝首脳会談で北朝鮮側が長年否定して
いた日本人の拉致を初めて認め、謝罪し、
再発の防止を約束してから20年が、また、
政府が確認している最初の拉致被害が発生
してから既に40年以上が経過しました。
　政府認定の拉致被害者17名の中には、
失踪当時（昭和55（1980）年６月）大阪
市内の飲食店で勤務していた原敕晁（はら
ただあき）さんも含まれており、大阪に暮
らす私たちにとっても切実な問題です。
　政府としては、北朝鮮側から納得のいく
説明や証拠の提示がない以上、安否不明の
拉致被害者は全て生存しているとの前提に
立ち、北朝鮮側に対し、全ての被害者の安
全確保及び即時帰国、真相究明並びに拉致
実行犯の引渡しを強く要求しています。そ
して、全ての拉致被害者の一刻も早い帰国
を実現するべく、政府の総力を挙げて最大
限の努力を尽くすとしています。
　また、拉致問題をはじめとする北朝鮮当
局による人権侵害問題に関する国民の認識
を深めるとともに、国際社会と連携しつつ
拉致問題等の実態を解明し、その抑止を図
ることを目的として、平成18（2006）年
６月に「拉致問題その他北朝鮮当局による

人権侵害問題への対処に関する法律」が公
布・施行され、拉致問題等の解決に向けた
国の責務のほか、拉致問題等の啓発を図る
国及び地方公共団体の責務、北朝鮮人権侵
害問題啓発週間（12月10日～16日）の創
設及び同週間での国・地方公共団体の啓発
事業の実施等が定められました。
　国際社会においても、国連総会本会議で、
外国人拉致問題への深刻な懸念と早急な解
決等を求める「北朝鮮人権状況決議」が平成
17（2005）年以降毎年採択されています。
　なお、拉致問題は北朝鮮という国家によ
る犯罪であり、在日韓国・朝鮮人や北朝鮮
の一般の国民には何の責任もありません。
拉致問題について考える際には外国人の人
権への配慮が必要です。

大阪府では
　拉致問題の解決のためには、政府の外交
をはじめとするさまざまな取組はもとよ
り、私たち一人ひとりが関心と認識を深め、
「決して許さない」「必ず取り戻す」との世
論を高めていくことが必要です。
　このため、「北朝鮮人権侵害問題啓発週
間」において、拉致被害者救出のシンボル
であるブルーリボンにちなみ、府内施設を
青くライトアップするブルーリボンライト

アップや、デジタルサイネージ放映、街頭
キャンペーンや啓発パネル展示などを実施
しています。さらには、政府拉致問題対策
本部等と連携し、アニメ「めぐみ」・拉致被
害者御家族ビデオメッセージ上映会や啓発
舞台劇の上演、拉致被害者家族をお迎えし
た集会も開催しています。
　拉致被害者の皆様の一刻も早い帰国を目
指して、引き続き政府を強力に後押しする
取組みを進めます。

拉致被害者の一日も早い帰国を願って

北朝鮮による拉致問題のこと

■ �ブルーリボンライトアップ

■ �大阪府が作成した� �
啓発チラシ

知
っ
て
く
だ
さ
い
、
彼
女
達
の
こ
と
を
。 

今
も
帰
り
を
待
つ
人
達
が
い
る
こ
と
を
。 

 

北朝鮮による拉致問題
とは

１９７０年代から８０年代にかけて、
北朝鮮による日本人拉致が多発しまし
た。

２００２年９月に北朝鮮が日本人拉
致を認め、謝罪と再発の防止を約束し、
同年１０月には５人の被害者が帰国し
ましたが、他の被害者については未だに
解決していません。最初の拉致被害発生
から既に４０年以上が経過しており、す
べての拉致被害者の一刻も早い帰国が
望まれています。

横田
よ こ た

めぐみさん
当時 歳（中学 年生）
学校からの帰宅中に拉致
されました。

取り戻すための
シンボル、
ブルーリボン

ブルーリボンは、拉致被害者の救出を
求める運動の中で発案されたものです。

ブルーの色は、日本と北朝鮮をへだて
る「日本海の青」、そして、被害者と家族
を結ぶ「青い空」をイメージしています。

「誰もが北朝鮮による拉致被害者の
生存と救出を信じる意思表示」として、
ブルーリボンをつけようという運動が
なされています。

大阪府の取組み
拉致問題の解決のためには、私たち一

人ひとりが関心と認識を深めながら世
論を高めていく必要があります。

大阪府では「北朝鮮人権侵害問題啓発
週間」（１２月１０日～１６日）に啓発キ
ャンペーンや拉致問題啓発のシンボル
であるブルーリボンにちなんだブルー
ライトアップを行い、さらに週間以外で
も政府拉致対策本部と連携し、啓発舞台
劇の上演や拉致被害者ご家族をお迎え
した集会も開催しています。

また、２０１７年 月には拉致被害者
の方々に向けて、大阪府知事と大阪市長
が北朝鮮向けラジオ放送「しおかぜ」で
励ましのメッセージを発信しました。

大阪府は、拉致被害者の皆様の一日も
早い帰国を目指して、引き続き取組みを
進めます。

政府拉致問題対策本部
ホームページ
「北朝鮮による日本人

拉致問題」

大阪府
ホームページ
北朝鮮による拉致問題
啓発サイト

大阪市
ホームページ
「拉致問題は現在進行形

の私たちの問題です」

政府認定の拉致被害者17名
　昭和52（1977）年拉致
　　久米 裕さん《当時52歳》	 松本 京子さん《当時29歳》　横田　めぐみ さん《当時13歳》

　昭和53（1978）年拉致
　　田中 実さん《当時28歳》	 田口 八重子 さん《当時22歳》
　　地村 保志さん※《当時23歳》	 地村（旧姓 濱本）富貴恵さん※《当時23歳》
　　蓮池 薫さん※《当時20歳》	 蓮池（旧姓 奥土）祐木子さん※《当時22歳》
　　市川 修一さん《当時23歳》	 増元 るみ子 さん《当時24歳》
　　曽我 ひとみさん※《当時19歳》	 曽我 ミヨシ さん《当時46歳》

　昭和55（1980）年拉致
　　石岡 亨 さん《当時22歳》	 松木 薫さん《当時26歳》　　原 敕晁さん《当時43歳》

　昭和58（1983）年拉致
　　有本 恵子さん《当時23歳》� ※平成14（2002）年10月帰国

このほかにも、いわゆる特定失踪者も含め、拉致の可能性を完全には排除できない人がいます。
詳しくは、特定失踪者問題調査会のホームページをご覧下さい。
URL:https://www.chosa-kai.jp/　　　 特定失踪者問題調査会 検 索

「取り戻す」ためのシンボル・ブルーリボン
　拉致被害者の救出を求める国民運動は、ブルーリボンと青色を運動のシンボル
にしています。青色は、被害者の祖国日本と北朝鮮を隔てる「日本海の青」と被害
者と御家族を結んでいる「青い空」をイメージしています。
　「誰もが北朝鮮による拉致被害者の生存と救出を信じる意思表示」として、青い�
リボンを着けようという運動がなされています。

http://www.rachi.go.jp/jp/megumi/
から無料でダウンロ－ドできます。

■アニメ「めぐみ」
政府の拉致問題対策
本部では、国内外の
拉致問題啓発、特に、
映像による広報が効
果的であると思われ
る若年層の理解増進
をはかるため、アニ
メ「めぐみ」の映像
を積極的に活用して
います。
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